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千葉県飯岡沿岸におけるウバガイの産卵期

信太雅博

Spawning Period of Sakhalin Surf Clam 

Spisnla sαcJwlilleJlsis 

along the Coast of Iioka， Chiba Prefecture. 

Masahiro SlIlDA 

はじめに

ウバガイ S向'sulasachalinensis (SCHRENCK)は，主と

して鹿島灘以北に分布する寒海性の二枚貝である。1)と

ころが，前報2)で述べたように1983年以降本県北東部

に位置する銚子・飯岡海域でも本種の生息が確認され，

以来，同海域の重要漁獲対象種となっている。

本種の生態的特性に関しては，生殖周期叫)，産卵

期4-15) など多くの報告があるが，それらはすべて分

布の中心をしめる茨城県以北の海域の個体群に関する

ものである。本県でのウバガイに関する調査研究は，

漁業実態2)や打ち上げ現象ωなどについての報告が断

片的にあるのみで，生態に関する本格的な調査研究は

ほとんど行われていないのが現状である。これは，同

種が寒i毎性の貝であることから，本県北東部海域の分

布が海況変動による一時的な発生と考えられていたた

めである。

一方，漁業現場では，ウバガイ資源の有効利用が考

えられ，関係漁協では自主的な増産対策として，漁獲

サイズの制限，禁漁期や禁漁区の設定，漁具漁法や操

業時間の制限など様々な漁業管理が実行されつつある。

このように現場の対応策が先行するなか，これらの

基礎資料となる産卵期の究明は科学的なi開業管理上不

可欠な課題と考える。そこで生殖魂熟度指数の季節変

化から産卵期の推定を行ったので報告する。

材料と方法

飯岡町地先でのウバガイ漁場は，飯岡i相i巷前から新

川前で，水深3~10m海域が中心である(図 1 )。調査

用ウバガイは. 1993年4月から1995年6月の間に17国，

同地先で貝tlT網漁業により漁獲されたものから選択し

た。調査個体は 1固に 5~20個体(殻長77.9~131. 4

醐)を使用し，殻長，全軟体部(殻を ~ítいたすべての軟

体部の値)，全内臓諸器官(全軟体部から外套膜，銀お

よびすべての筋肉部の値を差し引いた値)，肝臓およ

び梓晶体の湿重量の測定を行った(表 1)。

生殖腺は，他のl勾澱諸器官や筋肉組織の間隙を埋め

るように発達するので，各器官に分離することは困難

である。そこで今回の調査では，比較的分離の可能な

肝臓と梓晶体の値を全内臓諸器官の値から差し引いた

値を便宜上，生殖魂湿重量とし，これを生殖魂熟度指

数の算出に用いた。生殖魂熟度指数は，以下の式によ

り算出した。

生殖魂湿重量
生殖魂熟度指数(%)= X100 

全軟イ宇部湿重量

水温は. 1993年1月1日から1994年8月9日までは

片貝漁港iJIJ水深10m点(図 1①)， 1994年3月22日から

1995年12月31日までは飯岡漁港沖水深15m点(図 1②)

で，それぞれ60分間隔毎の等間隔観測したデータ凶を

使用し 1ヵ月毎の平均を算出した。
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飯岡地先のウバガイ漁場および水温観測点図 1

生殖腺の観察に用いたウバガイ表1

生猫魂熟度指数の季節変化生殖魂熟度指数は， 1993 

年では，調査を開始した 4月が最大で平均14.3%(SD 

=4.9， N=20)， 5月には若干減少し平均12.9%(SD 

=4.5， N=16)を示した。 6月の測定では，平均6.3

%まで指数が急激に減少した。その後， 9月の平均2.7

%まで除々に減少を示 L， 12月の測定では上昇に転

じた。 1994年に入り 4月には指数の10%以上の個体

が10個体中 5~固体見られた。その後，前年同様，除々

に減少し10月に平均2目7%を示した。 1995年1月には

再び上昇し， 3月に最大で乎均13.8%(SD=2.8， N 

=10)を記録し 4月には平均12.2%(SD=5.6， N=  

20)でその後6月には平均5.1% (SD=O. 7， N =20)と

再び大きく減少した。

水混の季節変化観測期間中の水温i土，概ね 9-25¥'; 

台を推移していた(図 3)。季節変化は， 2月一 3月に

最低水温の 9
0

C前後を記録し， 9月一10月に最高水温

24-25¥';前後を記録した。

果結
個体数殻長範囲〈平均〉

単位 :mm

漁獲年月日

20 

14 

10 

16 

8 

9 

99.6-115.6(108.6) 

102.9-116.3(110.8) 

108.6-131.4(121.0) 

113.1-122.2(117.6) 

97.8-129.4(111.7) 

100.6-110.3(104目 1) 

19931 4/20 

19931 6/22 

19931 91 6 

19931 61 7 

19931 7/22 

19931 5/11 

15 87.6-130.5(104.6) 19931 9/21 

19 87.5-114.4(105.3) 1993/12/14 

10 

15 

7 

101.5-122.9(109.2) 

94.0-112.0(103.3) 

100.4-116.0 (111.3) 

19941 4/10 

19941 5/19 

19941 6/21 

5 111.8-121.5(117.4) 19941 7112 

20 89.0( 83.5) 77 .9-1994/101 9 

19 98.1-126.5 (1 07. 0) 19951 1/27 

10 104.8-129.0(117.5) 19951 31 8 

20 97.8-112.9(104.3) 19951 4/18 

20 104.9-123.8(113.7) 19951 61 7 
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生殖魂熟度指数(殻長77.9四以上)の季節変化
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月

調査期間中の水温環境

圃:月平均(飯岡漁港沖水深15m)

年

図3
・:月平均(片貝漁港沖水深10m)

る。その時期は. 1993年4月から 7月.1994年4月か

ら7月.1995年3月から 6月である。また，生殖魂熟

度指数の大幅な低下が起きている時期は，水温が10-

150Cであり，当海域の水温上昇期であった。

茨城県以北の各地先での産卵期は，北から南に移る

に従って早くなる傾向が認められる(表2)。また，産

卵期の水温に関しては，その多くが10-150C前後を中

察

1993年4月. 1995年3月に生殖魂熟度指数が高い値

を記録し，各々 6月前半の調査では大帽に低下した。

この嫌に毎年春から夏にかけての生殖魂熟度指数の大

幅な低下が起きていることから，これらの時期を中心

に本種の産卵が行われている可能性が高いと推察され

考
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水域別ウバガイの産卵期表2

原田・麓本 (1111)
千 葉 119 5 1) 
SI!.tiI19!7) 

天神他 119!1) 

宮城県 11!! 9) 

青森県 11!! 9) 

K .1.& H "， j (1915) 

寺井且黒田 (1115)
林 (1911)
高橋・高野高橋・山本 11170) 

木下・渋谷 (1941)
高克 119 ) 6) 

北海道 119 9 1 ) 
木下・平野 119 1 1) 
木下・平野 119 ll) 

木下・平野 119 11) 

(年代)

宮結果

青森県

北海道

文 献水温 ("C)

11-11 
Il-11'Cに上昇期

I"C以上の上昇期

期

3月中旬-4月 中 旬

4月下旬-5月 上 旬

4月中旬 -5月 上 旬

4月中旬-5月 上 旬

5月中旬-6月中旬

5月中旬-6月中旬

5月下旬-6月 上 旬

6月中旬-7月 下 旬

。H産

1 1-1 9 
JQ'C以 下 町 産 卵 確 認

11.1-11.5 
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5月中旬-6月 上 旬

5月下旬-7月上旬

7月

7月上旬-8月下旬

8月中旬-6月 下 旬

6月中旬

S月中旬-8月 下 旬
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千葉県飯岡町地先で貝桁網漁業により漁獲されたウ

バガイを使用し，生殖魂熟度指数を算出し，その季節

変化を調べ，産卵期の推定を行った。

毎年春から夏にかけての生殖魂熟度指数の大幅な低

下が起きていることから，これらの時期を中心に本種

の産卵カ苦行われている可能性が高いと推察された。そ

の時期は， 1993年4月から 7月， 1994年4月から 7月，

1995年3月から 6月であった。また，生殖魂熟度指数

の大幅な低下が起きている時期は，水温が1O-150Cで

あり，当海域の水温上昇期であった。
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